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四

二
)

四

二

三

浦

,周

行

五
.

家

族

制

度

の
實

施

糊
.

譲
状
は
圭

ε
し
て
財
産
の
譲
與
に
閲
し
、
家
督
相
綾

の
事
ぽ
こ
れ
を
載
せ
ざ
る
を
例

ご
す

れ
ご
も
、、
嫡
子
は
即

ち
家
督
に
し
て
同
時
に
惚
領
た
b
し
な
b
。
こ
れ
を
交
書
に
徴
引

る
に
、
.大
友
交
書
(
一
ご
に
敗

め
た
る
大
友
具
簡

・

(
真
宗
}
の
譲
㎜斌
に
は
家
督
を
家
嫡
ご
も
書

か
れ
、
並
に
庶
子
の
封
租
…ε
な
せ
り
。

一
豊
後
園
以
下
所
領
所
職
等
事

.

㌧
右
豊
後
犀

落

鮒
縣

君

模
婆

蚕

同
三
浦
長

郷
上
露

利
根
庄
以
下
國
毫

・
所
領
所
撃

煮

.

隊
}子
息
千
代
松
丸
一爲
距卿
嫌
一悪
所
二譲
興
一也

所̂
領
注
衣
導
者
、相
駒副
代
々
御
下
丈
並
手
縫
以
下
調
製
暫之
㍉

翌

細
畢

彼
塾

於
事

等
希

書

千
代
松
籍

享
.
町
歩

扶
麓

奉

羅

貞
豊

鄭
貨
`

.、識

㏄者

一
溜
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具
職
場

一之
固

う
不

・及
二
計
売

↓、
若

反

致
二
軍
醤
↓
.金

高存

命

一者

、
千
代

松
丸

相
計

之
、
同
可
レ
致
二
「

む
　

ロ

ロ

む

ら

.
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.扶
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庶
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等
背
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存
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.
一
也

、
.
自

コ
軍

陣

一
書

與

之

間

、
.、不

ヒ
及

ゴ
委

細

「

傍

爲

;
後

謹

一讃

歌

如

レ
件

州
.

・
並

慶

二

年

三

月

十

三

日
.
.

∵

　

・
・

、
.
.∂
.
.
.
ジ

.
沙

彌
.

具
.

筋
.
(

.、.

.

.
r

r

」



此
場
合
に
於
て
千
代
松
丸
は
具
簡
の
嫡
子
に
し
て
家
督
惚
b
隔・

次
郎
貞
順
、
三
郎
貞
載
、
及
び
鶉
松
丸
等
は
皆
庶

、
子
た
-
、
從
っ
て
千
代
松
丸
享

孫
の
相
箏

べ
き
も
の
な
爵

合
、
轟

松
丸
宅

て
其
後
を
禦

U
む
べ
し

一
華
い
へ
ゐ
は
も
だ
よ
ゆ
遺
産
の
相
続
を
生
ざ
せ
る
も
の
な
が
ら
角
同
職

に
家
督

の
相
続
を
も
意
味
す
か
看
做
遠

里

.

る
を
得
す
。
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に
志
賀
交
書

(
こ

に
検
め
た
る
前
豊
前
守
藤
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臣
(大
友
能
直
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譲
状

に
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嫡
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を
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領

こ
な
せ
b
。
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岐
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叫
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書
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へ
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経
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譲
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也
、
敢

不

レ可

レ有
=
他
妨

↓
惚

領
主

ε
.し

て

公
事
等

を
は
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ふ
ん
す
.
へ
き
也

(前
後
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)
.
.

、
.
-
.
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ピ

い

へ
る
が
如

し
。
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、

、

㌧

、

総

領
ば
亦
総
領
幟

邑
も
書

か

る
。

都
甲
交

書

に
牧

め
た

る
元
亨

四
年

二
月
一
、P十
三

[口
沙

彌
妙
佛

の
証
歌

に
妙
佛

が
亡
父
寂

妙
よ
う
相

綾

せ
τ

豊

後

國

都
甲
圧

半

分
地

頭
職
及

び
田
畠
山

野
等
を
四
鄭
惟

世

に
譲
興

せ

ろ
こ
ε
を
記

し

て
た

、
し

こ
ε
も

め
ま
把
あ
り

ε

い

ヘ
ゼ
も

、
御

べ
う
し

き
ん
七
の
事
き
b
や
う

の
こ
を

も
て
ゆ

つ
り
た

ふ

へ

む

　
　

り

　

む

む

む

港

よ
一
壷臓
ヶ

ふ

の
ゆ
づ
b

に
⑳
せ
ら

る

、
あ
ひ
鹿

、
四
耶
惟
世

そ
ゑ
b
や
う

し
き
を
あ

て
た

ふ

ε
こ
ろ
な

り

.

こ
れ
衷

さ

こ
れ
き
よ
ら

は
め
ん
一

の
ゆ

つ
b

し
ゃ
う
を
た

ひ
を
ぼ

ん
函
、

か
れ
ら

そ
う
り

ゃ
う
の
め

い

に

.

し
た

か
ひ
て
く

わ
ん
ぜ
う
御

く

5

し

い
け

き
ん

し
す

へ
し
、

r
.

.

.こ
い
へ
、る
は
芸

例
こ
し
て
見
る
ご

、
然

る
に
「
職
」
な
る
語
は
欝

一
碧

牧
入
を
意
味

ぜ
る
を
以
て
、
欝

職
`
い
へ
ば
前

の
惚
傾
+
エ
ゼ
共
に
所
領
を
主

ε
す
る
の
傾
向
な
し

ε
せ
ず
。
深
堀
丈
嘗

δ
ご

孤
牧
む
る
元
慮
元
年

閏
七
月
二
十

一
日
九
州
探
題
北
條
随
時
の
下
知
状
は
深
堀
清
光
の
嫡
子
吉
鶴
丸

`
浩
光
の
女
牢
氏
女
ピ
の
闘

に
取

　

つ

む

　

む

ド

替
は
さ
飢
た
る
和
翼
然
を
承
認
せ
る
為
の
な
る
が
、
共
中
「
於
二
吉
鶴
丸
知
行
惚
領
職

一者
、
至
呂
予
後
々
將
來
騎
尻

〆

1

,

「

」
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女
更
亜
一一競
望
之
儀
叫
永
不
レ
可
レ
企
二
訴
訟
一」
云
々
嘘

の
語
め
b
、
市
肌
衣
書
(
二
)
に
牧
廿
る
元
亨
元
年
十
月
二
十
.
.

o

.
o
.

〇

四
日
の
市
川
盛
膓
の
譲
状
に
も
.
「
六
郎
助
房
分
信
濃
國
高
井
郡
志
久
蝿
郷
の
惚
領
職
代

々
.御
下
交
手

つ
き
せ
う
も

ん
あ

い
そ
ゑ
て
譲
渡
庭
也
」
ε
蒐
え
だ
陶
。
是
等
の
惚
顕
職
は
何
れ
も
所
領
の
知
行

に
關
す
る
も
の
に
七
て
、
式

・

目
の
物
領
地
頭
職
に
近
し
、
此
惚
領
が
宗
家
の
そ
れ
に
射
し
て
支
流
に
も
あ
る

ぺ
か
り
し
は
猶
ほ
古
代

に
於
U
る

大
氏
の
底
上
`
小
氏
の
長
上
ざ
の
如
し
。

一
例
を
擧
げ
ん
に
、
豊
後
の
志
賀
氏
は
.大
友
能
直
の
第
八
子
熊
卿
を
耐
.

亡
し
、
大
友
氏
の
分
派
た
り
。
.散

に
志
賀
氏

に
惚
領
あ
る
も
、
大
野
圧

志
賀
村
南
方
芋
村
の
地
頭
た
り
し
に
渦
ぢ

.

o

o

o

o

o
.

O

O

O

O

ず
、
.嫡
家
の
惚
.領
に
謝
し
て
こ
れ
を

一
方
惚
領

ε
は

い
へ
る
な
り
。
都
甲
交
書

(坤
)
建
武
五
年
九
月
十
五
日
都
甲

む

む

ロ

む
　

し
　

惟

世
の
抜
露
倣
に
「
都
甲

一
方
惚
領
四
鄭
惟
世
」
さ
め
る
を
貝
む

べ
し
。
.
.
.
.

・惚
傾
は
其
重
任
に
堪
ふ
べ
ぎ
才
幹
あ
る
を
要
し
、
必
ず
し
も
兄
弟
の
瀬

位
に
依
る
も
の
に
あ
ら
す
つ
大
家
能
直

象

藻

禦

婁

の
誘

b
た
る
に
拘
ら
す
亡
害

う
相
馨

る
大
塵

を
舞

。
婁

。
履

蒙

券

配

七
、
葦

志
賀
村
雰

地
頭
職
は
・
場

孫
奮

議

興
し
て
志
磯

の
欝

暖

麗

嘉

加
護

都
髪

書

(乾
)激
七
元
年
九
　凋
二
十
五
日
の
沙
彌
寂
妙
の
譲
状
℃
嫡
子
惟
遠
擁
綴
の
相
繧
八
ζ
つ
き
て
、「但
惟
蓮

憎
期
後
者

/

睡
レ馬
荷

之
子
尋

'器
畢

可
レ冷
二御
公
事
息

蕎

愈

鄭
惟
遠
之
量

可
嚢

與
・之
也
」
.蕊

ひ
、
.惟
垂

沙
庸

、妙
佛
〉
が
此
遺
言
を
奉
じ
て
惟
世
を
惚
颪
ε
せ
る
は
前
に
引
用
せ
乃
ぜ
て
ろ

蹴
り
。
.撚
れ
ば
嫡
子
撰
定
の
標
準

が

式
目
の
所
謂
器
量

の
堪
否
に
あ
り
、
器
量
の
堪
否
が
御
家
人
義
務
の
負
捲

に
堪

ふ
る
ご
否
ε
に
依
ゆ
て
決
せ
ら
れ

、諦

観

鎌
脅
嚇
代
の
家
族
制
凌
〔六
)

、
.

第
†
一
.
巻

(第
一
號

四
五
)

四
五

・

"
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『
.

ゴ

㌦
惚
領

黒
毛
て
r一　π
び
走
れ
ば
、
庶
子
即
ち
家
族
は
こ
れ
に
験
し
.で
㍉
公
武
課
役

の
負
櫓
等
皆
其
揖
揮
を
仰
が
ざ

.高

ぺ
か
ら
鴬

遷

志
賀
交
貧

二
巴

牧
め
ち
乃
＼
主
警

奪

+
二
月
三
省

沙
彌
嗣
法
の
譲
献
に
も
馬「公
家
瀾

・
.
東
婁

書

役
以
下
合
馨

、
可
・付
・蟹

之
牙

緬

可
・有
・裂

豪

・一勲
功
・青

煮

撹
乱
多

可
・令
・細

行
潔

・可
・背
漏

竜

命
・芸

淫

い
⑥

。
,揚

謂
硬

の
凝

三

藁

積
及
確

塚
警

の
關
係
量

ゐ
源

萎

翌

乏
詣

肇

、為
、
梢
復
讐

急

の
あ
之

が
理

。
志
望

書
(
.こ
に
泥
深
妙
の
左
の
瑛

を
牧

め
た

b
。

ぎ

透

蚕
誘

妻

達

や
萱

所
つ
詮

芙

か
ポ

罫

・
忌

・
催
・

.

.ご
申
喚
ε
き
荒
天
の

、
太
郎

に
は
あ
ら
ス

か
た
や
七
き
.
し
か
.の
太
郎
に
は
く
力
す
次
郎
か
あ
ご
.の
た
や
七

.

ぎ
を
め
て
た
び
て
候
画

か
や
う
に
は
は
書

ひ
て
警

も
碁

謬

響

ド
穿

奮

繹

夢

混

・
杁

.

い
が
蹴
ざ

い
独

習

借

雰

黒

総

・
め
な
か
レ
気

.

.

.
弘
長
.
「年

八
月

二
+
九

且
.
.
.
.
.

㌧
.

君

深

妙

在

櫛
判

、、
.

.

.大
友
式
部
大
夫
殿
.
.

番
中
の
炎
友
式
部
大
夫
は
即
ち
嫡
家
惚
る
大
友
氏
の
惚
領
に
し
て
大
野
太
郎
、
.志
賀
尤
郎
は

】
方
惚
領
な
b
。
(弘

.

長
二
年
+
.万

八
日
深
妙
の
志
賀
太
郎
泰
朝
に
與
へ
し
譲
控

畜

「
じ
罫

翼

弁
σ
げ
い
に
烈

じ
だ
が
び
で

も

も

カ

も

し

へ

も

も

ヤ

ヘ

ヤ

.

.ち

き

ゃ

臥乱
す

へ

き

状

如

監
件
」
ε

い

べ

り

)
.
.

」
.

、
.

き

.

4
.



`

.

,
更
に
同
書
(言

馨

宥

元
徳
二
年
+
二
月
+
脊

詣

慧

北
條
講

の
下
鍛

魂

る
乖
、
贋

鵠

法
師
正
文
は
宇
佐
宮
假
殿
措
轡
用
途
及
び
新
造
御
所
用
途
等
に
つ
3
て
惚
預
人
表
具
簡
よ
り
訴
べ
ら

れ

一
.倍
の
辮

,償
を
な
七
だ
牡
し
に
一
豊
後
園
大
野
庄
志
賀
村
南
方
内
近
地
名
分
地
頭
圓
浮
が
正
玄
の
庶
子
嬉
し
て
其
催
告
を
受

忘

も
憐

・
怠
階

調

て
、
斐

鑓

に
謬

宅

て
蚕

誹

・
肇

、
契

黛
鵠

底

て
懸

・

提
起
↓
漏

し
が
面

裸
は
目
通
の
遷

認
め
た
ゆ
し
姦

て
、
撚
華

墨

向
マ

歴
.器

の
盤

.

を
倉

た
う
斗

　
覚

え
セ
リ
。
.,、
は
公
事
の
賦
課
に
當
り
嘉

領
が
蒔

庶
子
の
滞
納
額
を
立
潜

へ
納
附
せ
↓

、

一
場
合
は
後
鼻

子
を
落

莫
立
替
額
の
一
倍
を
総
領
鼻

繋

し
む
べ
U
あ

規
定
に
基
け
ぞ

の
馨

は
余
の

第
四
章

導
詳
ら
.か
に
せ
る
ε
こ
ろ
な
b
。
正
文
ば
志
賀
氏
の
惚
領
な
れ
ば
」
庶
子
た
る
圓
浮
が
此
規
.定
の
適
用
を

受
く
な
は
も
ご
よ
b
當
然
の
事
に
属
す
。
然

る
に
こ
れ
に
撮
⇔
で
、、
所
謂

一
.方
撫
領
π
ゆ
正
立
が
嫡
家
の
聰
領

た
.

る
具
筋
に
謝
し
て
は
亦
此
規
定
の
庶
子

に
推
せ
ら
れ
て
、
.其

立
替
額
の

「
倍

の
辨
償
を
鹸
儀
恥
く
せ
射
れ
し
を
屠

る
ば
注
意
に
働
ザ
尽
き
な
㌧

志
賀
灘

爾

懲

庭

拾
皐

閥
三
月
坤
吾

吠
雀

漉

潰

勇

丙
近
碧

地
頭
無

季
の
穀

は
、、彼
番

妻

慨
の
庶
子
毛

て
志
馨

葛

溜
領
志
纂

朝
の
元
歯

噛

驕

の
彼
.
(轟

用
臓

下
ρ

斬
殺
)
漉

喚
.
き
ネ
君
命
令
の
停
止
を
新
へ
咄
で
だ
る
忍
の
な
る
璽

其
理
由
等

る
遵

ろ
絃
.・「

袋
於
二
大
替
身
下
田
率
所
課

「者
、
守
二
奉
勅
支
配
}令
二
勤
仕

一事
不
レ
及

一　子
細
輔
・至
二
]ナ
異
国
防
禦
重
事

「者

∵
.
・

論

説

・
響

時
代
象

族
制
塵
δ
.

第
土
悪

童

厩

四
七
}
"
四
七
.

/

画
.

・
…



.

「論

説

鎌
貧
時
代

砂
家
族
制
度

エ
ハ
.冒
.

、

第
+

】
巻

《第

一
號

四
八
)

四
八
.
.

直
売
一禰

季
之
身
↓
預
二
総
領
守
護
所
御
僧

一欲
ン令
二
勤
仕
輔
其
故
者
、
思
夫
之
次
第
、
兼
雌
レ難
二
存
知

一着
致
二

・

分
限
大
功

】
.之
時
者
、
.且
預
二関
東
御
注
進
鴎
且
爲
レ
顯
吃一
英
名
於
御
引
付

一也
、

但
輝
季
在
京
定
跡
、

魅
弱

之
代
属

二霧

可
蘇

よ
密

守
霧

各
別
璽

音

薯

寡

黙
此
旛

蚕

撫

構
智

・

至
二
干
異
國
用
心

畢
噌預
二物
領
守
護
所
御
催
↓
爲
レ
柚
二
忠
功
↓
衡

粗
言
上
如
ゼ件
、

r
,
.

ε
い
ふ
に
あ
り
。
即
ち
京
都
大
番
を
始
め
普
通
の
課
役
は
志
賀
氏

の
総
領
た
る
泰
朝
の
指
揮

に
從
ふ
べ
き
を
認
め

.

た
る
も
、
外
寇
防
禦

の
如
き
重
大
勤
務

に
向

ρ
て
は
志
賀
氏
の
惚
領
を
経
す
、
惚
領
守
護
所

の
直
接
命
令
に
依
ウ

て
勤
仕
せ
ん
ε
主
張
す
る
も
の
な
り
。
総
領
ざ
は
志
賀
氏
の
.嫡
家
た
る
大
友
氏
の
惚
領
を
指
す
も
の
に
し
て
、
大

友
氏
の
惚
領
は
同
時

に
豊
後
國
守
護
に
補

せ
ら
る

、
も
の
な
れ
ば
、
厨
謂
惚
領
守
護
所
は
大
友
氏
の
惚
領
ε
看
做

ず
を
妨
げ
ず
。
.而
し
て
其
理
由
じ
し
て
は
内
勲
功
あ
り
し
場
合
に
、
.幕
府
に
報
告

し
て
真
名
を
記
録
に
澄
す
の
便

宜
め
b
ε
い
ふ
に
あ
b
、
港

嘘
よ
り
志
賀
氏
の
総
領
に
鳳
し
た
b
ε
て
如
上
の
便
宜
の
得
ら
れ
ざ
る
筈
な
か
る
ぺ

ぎ
為
幕
府
に
樹
す
る
棚
係
の
値
接
な
る
嘘
欄
接
な
る
`
の
相
違
あ
る
々
冤
れ
ざ
ゆ
し
か
ぜ
、」
皮
.流
の
庶
子
た
る
為

の
揚

名
心
裏

足
せ
毒

ゑ

望
よ
う
落

も
、
事
端

家
の
讃

守
護
の
澤

に
攣

る
重

み
号

し
璽
.

.

り
。
醐
季

は
此
主
張

の
下

に
彼

れ
が
代

理
者

(代
官

)の
所

置

を
否

認

し
た
り

し
が
こ
れ

に
甥

し
で
左

の
如

き
大
友

氏

の
指

令
あ

ゲ
た

る
ぞ
見

れ
ば

、
、彼

れ
ぽ
遂

に
其

目
的
を
達

せ
ざ

り
し

ざ
見

え
た
り
。

　
是
1ま
大
友
殿
御
下
知
案
也
.

」
.

」
.
.
.
.
.
.、
.
.

、
.
一
.
.
.

、
.
.

㌧
虐
.
.

「
3
、
!

..濃

霧

趨

腰
太郵
可塑
勤仕
唾

遷

議

欝

バ

汀

昌

・

覧
.



,

ノ

r

・

こ
れ
朋
か
艇
物
頭
ぜ
庶
子
即
ち
家
族

ざ
の
権
力
關
係
を
示
す
も
の
な
ハ
。
,

'＼

惚
領
の
地
位
此
く
の
如
《
重
か
ゆ
し
・を
似
て
、
.被
相
続
人
が
遺
産
を
諸
子
北
勢
配
す

る
"
嘗
り
て
も

.

.彼

等
が

嫡
子
た
る
惚
傾
の
命
を
違
背
せ
る
場
合
は
其
屍
分
姦

清
し
て
嫡
舌

知
行
せ
L
む
ぺ
壱

の
遺
言
を
な
せ
る
為

.

の
あ
め
、
志
賀
交
書
(
一
)貴
慮
二
年
十

一
丹
二
日
前
豊
前
守
藤
原
朝
臣
(
大
友
能
直
)
の
譲
状
に
「
若
松
レ令
レ違
一・背
.

璽

器

・者
、
件
所
領
田
毒

璽

可
塑

進
退
領
掌

也
」
・
炉
ひ
、
祠
貴

三
嘉
元
四
年
春

二
言

虎
王

.

丸
蔓

謎

署
背
此
等
孝

細
深

慮
之
計
砒
憾

ん
謄

塑

當
蚤

近
地
名
著
鰭

呵
・漏
蜘
謹

選

'

ε
父

・
蒲

。
。
驚

網
人
は
蚤

黎

藷

子
ご
遷

す
る
二
ξ
ぞ

、
森
に
母
が
嘆

協

領
彪

昇

る
場
合
に
惚
顔
ご
連
署
せ
る
こ
ご
志
賀
氏
交
書
(坤

)弘
長
一一↑年
七
月
二
巴
り
尼
深
妙
の
謡
歌
に
惚
領
泰
朝

の
連
署

.

.せ
る
が
如

き
も
の
あ
ゲ
し
は
注
意
す

べ
し
。

然

お
に
當
塒
は
女
子
も
亦
男
子
ご
阿
じ
丈
、
特
有
財
産
を
所
有
す
る
.こ
ざ
を
認
め
ら
れ
た

む
を
以
て
、
遺
産

の

.

分
配

に
預
る
こ
亡
を
得
た
臥
し
が
、
女
子

は
通
例
嫁
し
て
他
家
の
人
ε
な
る
べ
ぐ
、
其
財
産
も
夷

の
管
理
に
賺
し

て
遂
に
他
家
砂
も
の
ε
な
惹
の
恐
れ
φ
ヴ
し
ょ
ゲ
、
こ
れ
を
好
脚
ざ
る
も
分
y
間

に
女
子
の
存
生
中

に
限
ゲ
て
所

有
す

る
を
許
宇
も
、
・死
後
麟
貴
家
の
惚
領

に
露
す

皆
し

芯

の
.遺
言
を
な
し
置
く
の
風
を
な
し
々
b
。
深
堀
交
書

(
一
}に
牧
φ
た
む
正
安
四
年
末
丹
.一、日
汰
彌
時
原

の
直
交

瞬

「
女

手
さ
ヲ
て
を
の
り
ゃ
う
は
し
獄
5
た
に
ん
の
物
.

.

に
な
る
或
.青
む
い
た

い
ち
こ
の

、
ち
は
ま

こ
太
郎

ε
き
み
ち
が
し
そ
ん
ち
き
や
か
す

へ
き
し
ゃ
ヶ
く
た
ん
の
マ
ざ

し
」
ざ
い
ひ
武
雄
瀧
交
書
(中
)
に
牧

の
た
る
正
和
三
年
九
月
廿

一
日
沙
彌
人
眞
の
直
交

に
も

・「
先
祀

い
ま
し
め
の

し
や
ケ
蜜

か
せ
て
、」
.舞

他
人
比
重

汚

を
ξ

や
¢
裏

か
ち
す
ト
匂

い
ひ
・
文
市
川
文
章

二
と
万
事
元
年

論

竜

鎌
宜
糟

の
震

制
塞

¢

.

.
旨

第
+
霧
.

(望

槻

.
四
を

四
%

一一 止

.

.

で

ρ



「

●

ノ
伊
.

論

就

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(
六
》
.
.

卑
十

一
巻

(第

一
概

五
〇
)

㌶
Q

十
月
二
十
四
日
の
盛
房
の
置
衣
七
も

・「
男
女

に
譲

ξ
こ
ろ
怯
す
励
-
噌
ま

て
も
?
他
人
に
ゆ
つ
る

へ
.か
ら
す
、
勉

人
に
譲

は
子
孫
の
中
に
中
絶
て
わ
が
ち
知
行
す

へ
.し
,
本

分
限

に
し
た
か
い
て
わ
け
.へ
し
」
ε
い

へ
「る
は
何
れ
も

「
こ
れ
を
説
明
す
み
も
の
に
し
て
、
正
妻

書
(
こ

に
牧
め
た
る
私
家
元
年
+
月
=
百

の
猶
受
の
譲
状
に
、
太
郡
啄

経
恕
惚
領
主
ピ
し
て
、
.こ
れ
に
多
C
の
所
領
を
譲
興
し
π
る
外
、
・其
二
女
及
び
怖

し
も
田
老
を
分
配
す

べ
き
こ
ピ

.

を
記
し
て
・ブ
℃
の
田
在
家
等
を
は
政
経
相
討
て
っ
か
の
二
人
の
女
子

に
わ
け
あ
っ

へ
き
也
、
.女
子
」
期
後
歌
輕
慨

知
す

へ
し
、
「野
毛
崎
村
は
女
房
(
道
受

の
姉
)
に
譲
所
也
女
房
二
期
後
は
政
経
領
知
す

へ
し
」
ε

い
へ
る
は
譲
状
の

へ
　

セ
　

む

む

　

　

し
　

ヒ

ョ

セ

一
實
例
辛

、
此
訪

知
漏

鴇

相
響

建

・
あ

を
當
籍

し
て
酒

領
ま

い
.へ万
。
一
.

然
b
ε
購
ボ
も
嫡
子
に
し
て
、
不
法
の
廃
置

に
出
づ
を
も
の
あ
れ
ば
、
被
根
積
人
は
こ
れ
を
寛
假
せ
ん
ε
す
る
.

も
の
に
あ
む
ざ
サ
し
こ
ε
都
甲
文
書

(乾
)
私
家
四
年
四
月
十
日
大
神

戸都
甲
)惟
世
の
譲
飛

篤
「
敵
子

(嫡
子
)
叉
末

子
(庶
子
の
意
)等
が
わ
う
じ
ゃ
く
お
ま
ふ
り
て
若
譲
状
旨
を
そ
む
き
て
非
法
を
い
た
さ
は
其
科
可
レ有
」
ξ
い
へ
な

び
　

ノ

を
以
て
あ
知
ら
る
べ
し
。
而
し
て
庶
子
の
所
領

に
つ
き
て
未
だ
安
堵
の
下
交
の
下
附
を
受
け
す
ビ
誰
こ
も
、
其

謹

,

操

の
明
白
な
る
も
の
ば
総
領
の
罪
に
坐
し
て
渡
牧
世
ら

る
、
こ
`
尊
か
る

べ
き
は
余

の
第
四
章

に
説
ざ
し
ε
こ
与

な
る
が
松
浦
蕪
山
代
交
書
に
敢

み
た
る
永
仁
六
年
五
月
二
十
⊥バ
月
九
州
探
題
北
條
實
政

の
下
知
状
に
ぽ
、
原
告
臣

.

垣
宗
氏
が
其

の
訴
状
に
正
慮
六
年
(永
仁
元
年
)
五
月
二
†
五
日
の
關
東

の
御
事
書
ε
し
て
此
追
加
の
爽
を
引
用
せ

、

る
を
見

る
な
b
。
但
し
そ
は
法
衣
の
曲
解
ご
し
て
排
斥
せ
ら
れ
た
り
ξ
は

い
へ
、
追
加

の
精
神
が
或
意
味

に
於
げ

る
惚
領
専
制
よ
ゐ
見
れ
し
め
ん
ぎ
す

る
の
保
障
走
る
に
あ
方
し
ゃ
言
ふ
迄
も
な
か
乃
べ
し
。

、

'

0

p
.


